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第
38
回
全
国
保
健
師
長
会

代
議
員
総
会
報
告

平
成
28
年
11
月
26
日（
土
）に
奈
良
県

橿
原
市
に
お
い
て
、
第
38
回
代
議
員
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
青
柳

玲
子
会
長
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
世
代
や
健

康
レ
ベ
ル
の
方
が
安
心
し
て
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
主
体
的
な
公

衆
衛
生
看
護
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が

使
命
で
あ
り
、
地
域
に
責
任
を
も
っ
た

保
健
師
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
、

全
国
保
健
師
活
動
の
発
展
の
た
め
に
会

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
長
代
理
健
康
課
保
健
指
導
室
長
の
島

田
陽
子
氏
、
奈
良
県
知
事
代
理
副
知
事

の
浪
越
照
雄
氏
、
橿
原
市
長
の
森
下
豊

施
策
化
す
る
こ
と
が
、
地
区
担
当
制
を

成
功
さ
せ
る
条
件
で
あ
る
と
の
お
話
で

し
た
。

引
き
続
き
、
天
理
医
療
大
学
の
志
野

泰
子
特
任
教
授
を
座
長
に
３
人
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
兵
庫
県
東
播
磨
県
民
局
明
石
健

康
福
祉
事
務
所
健
康
参
事
兼
地
域
保
健

課
長
の
藤
原
惠
美
子
氏
よ
り
「
県
保
健

所
の
取
り
組
み
」と
題
し
て
、
県
は
地

区
担
当
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
保
健
師
が
生
き
生
き
と
活
動
し
、

地
域
へ
の
愛
情
を
も
つ
ま
で
に
な
っ
た

経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
大
阪
市
淀
川
区
役
所
保
健
副
主

幹
兼
保
健
福
祉
課
担
当
係
長
の
宮
川
淳

子
氏
よ
り
「
政
令
指
定
都
市
の
取
り
組

み
」と
題
し
て
、
地
区
診
断
を
行
い
、

課
題
を
地
域
の
関
係
者
と
共
有
化
し
な

が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
日
々
の
活

動
こ
そ
が
地
区
担
当
を
支
え
て
い
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
彦
根

市
健
康
推
進
課
課
長
の
五
坪
千
恵
子
氏

よ
り「
市
の
取
り
組
み
」と
題
し
て
、
地

域
診
断
を
行
い
、
担
当
地
域
の
健
康
課

題
や
特
徴
が
わ
か
り
、
保
健
師
が
自
分

の
担
当
地
域
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
（
基
調
講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
資
料
は
全
国
保
健
師
長
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

午
後
の
総
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は
「
社
会
の
課

題
に
向
き
合
う
公
衆
衛
生
看
護
活
動
の

氏
、
全
国
保
健
所
長
会
会
長
の
宇
田
英

典
氏
、
日
本
看
護
協
会
会
長
代
理
常
任

理
事
の
中
板
育
美
氏
か
ら
保
健
師
長
会

へ
期
待
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
今
こ
そ　

保
健
師
が
地

区
担
当
す
る
意
味
を
考
え
る
～
担
当
地

区
に
責
任
を
も
つ
と
は
～
」を
テ
ー
マ

に
開
催
。
基
調
講
演
で
は
、
日
本
看
護

協
会
常
任
理
事
の
中
板
育
美
氏
か
ら
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
地
域
全
体
を
把
握
し
、
人
々

の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
総
合
的
に
判

断
し
、
必
要
な
施
策
や
事
業
を
展
開
す

る
保
健
師
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
況

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
健
師
活
動
の
本

質
で
あ
る
「
地
域
を
み
る
・
つ
な
ぐ
・

動
か
す
」「
予
防
的
介
入
の
重
視
」「
地
区

活
動
に
立
脚
し
た
活
動
の
展
開
」を
生

か
し
、地
域
に
足
を
運
ぶ
な
ど
に
よ
り
、

個
人
や
家
族
・
地
域
の
暮
ら
し
を
知
り
、

展
開
」で
、
活
動
方
針
と
し
て
は
、
１
．

専
門
性
の
高
い
公
衆
衛
生
看
護
活
動
の

強
化　

２
．
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
活
動
の

強
化　

３
．
被
災
地
に
お
け
る
保
健
師

活
動
の
可
視
化
お
よ
び
各
自
治
体
に
お

け
る
災
害
時
対
策
の
取
り
組
み
の
促
進

４
．
会
員
数
の
拡
大
―
で
す
。

最
後
に
次
期
開
催
県
で
あ
る
新
潟
県

支
部
長
の
権
平
範
子
氏
よ
り
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
＝
広
報
委
員
会
）

平
成
28
年
度
奈
良
県

研
修
会
報
告

平
成
28
年
11
月
24
日
（
木
）～
25
日

（
金
）に
奈
良
県
橿
原
市
の
橿
原
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
今
、
リ
ー
ダ
ー

に
問
わ
れ
て
い
る
保
健
師
の
人
材
育

成
、
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
」を
テ
ー

マ
に
全
国
保
健
師
長
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
２
８
４
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

研
修
会
１
日
目
の
冒
頭
、
奈
良
県
知

事
代
理
副
知
事
の
浪
越
照
雄
氏
か
ら
奈

良
県
は
保
健
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
唱

し
、
県
と
市
町
村
の
連
携
強
化
を
図
る

取
り
組
み
を
し
て
い
る
ご
報
告
と
、
歓

迎
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
の
講
演
は
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
健
康
課
保
健
指
導
室
室
長
の
島
田
陽

よ
る
「
保
健
所
に
お
け
る
人
材
育
成
～

新
任
保
健
師
研
修
～
」、
滋
賀
県
医
療

福
祉
部
健
康
医
療
課
課
長
補
の
佐
福
井

美
代
子
氏
に
よ
る
「
滋
賀
県
に
お
け
る

人
材
育
成
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
」

と
、
お
の
お
の
の
立
場
か
ら
実
践
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
フ
ロ
ア
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
人
材
育

成
に
関
す
る
意
見
交
換
を
深
め
ま
し

た
。
研
修
会
１
日
目
の
最
後
に
は
奈
良

県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
せ
ん
と
く
ん
」が

登
場
し
、「
せ
ん
と
く
ん
ダ
ン
ス
」を
披

露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

研
修
会
２
日
目
は
「
こ
れ
か
ら
の
保

健
師
活
動
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」と
題

し
て
、
青
柳
玲
子
会
長
が
講
演
さ
れ
ま

子
氏
が
「
地
域
保
健
を
め
ぐ
る
国
の
動

向
」と
題
し
て
、「
保
健
師
に
係
る
研
修

の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」を
基

に
統
括
保
健
師
や
、
個
別
性
に
着
目
し

た
人
材
育
成
の
必
要
性
等
保
健
師
の
人

材
育
成
体
制
構
築
の
推
進
と
、
頻
回
に

発
生
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る

た
め
の
保
健
師
の
役
割
、
健
康
の
保
持

増
進
の
た
め
の
保
健
指
導
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
の
保
健
師
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
期
待
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
元
島
根
県
立
大
学
看
護

学
部
准
教
授
の
永
江
尚
美
氏
が
テ
ー
マ

を
「
保
健
師
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
～

求
め
ら
れ
る
能
力
と
職
場
で
の
体
制
づ

く
り
～
」と
し
て
、「
保
健
師
に
係
る
研

修
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」の

最
終
取
り
ま
と
め
や
、
保
健
師
活
動
指

針
を
実
践
の
中
で
生
か
す
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
テ
ー
マ
を
「
各

立
場
か
ら
、
保
健
師
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
」と
し
て
、
講
演
に
引
き
続
き
永

江
尚
美
氏
を
座
長
に
、「
政
令
指
定
都
市

　

堺
市
に
お
け
る
保
健
師
及
び
、
保
健

専
門
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
」を

堺
市
堺
保
健
セ
ン
タ
ー
調
整
担
当
主
幹

の
平
井
斉
子
氏
が
報
告
さ
れ
、
次
に
、

奈
良
県
中
和
保
健
所
健
康
増
進
課
健
康

づ
く
り
推
進
係
長
の
福
井
恵
美
子
氏
に

し
た
。
青
柳
会
長
は
全
国
保
健
師
長
会

と
し
て
、
保
健
師
活
動
の
課
題
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
潟
市

西
区
黒
崎
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

の
立
場
か
ら
、
新
潟
市
の
高
齢
者
対
策

を
大
学
と
協
働
し
て
実
践
し
て
い
る
旨

の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、「
災

害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム
（
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）に
つ
い
て
～
保
健
師
の
役

割
と
は
～
」と
題
し
て
、
和
歌
山
県
橋

本
保
健
所
の
池
田
和
功
所
長
が
講
演
さ

れ
、「
災
害
時
の
対
応
は
、
知
識
、
技
術

の
問
題
よ
り
も
管
理
の
問
題
が
大
き

く
、
平
時
に
で
き
な
い
こ
と
は
非
常
時

に
は
で
き
な
い
。
日
ご
ろ
か
ら
関
係
機

関
と
よ
い
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

最
後
は
、「
災
害
時
に
行
う
保
健
活
動

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
題
し
て
、
国
立

保
健
医
療
科
学
院
上
席
主
任
研
究
官
の

松
本
珠
美
氏
の
講
演
で
、
災
害
時
に
求

め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
説
明
の
あ

と
、
災
害
時
に
行
う
保
健
活
動
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
発
災
前
の
準
備
に

つ
い
て
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
習

は
、
地
域
で
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対

応
を
身
近
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、

保
健
師
活
動
の
重
責
を
感
じ
る
研
修
で

し
た
。（

文
責
＝
全
国
保
健
師
長
会
奈
良
県
支
部
）
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第38回全国保健師長会代議員総会の様子

奈良県研修会の様子


